
議会構成 

条例 

補正予算（一般会計・特別会計） 

指定管理者の指定 ほか 

一般質問（22人） 

市民の声・あとがき 

2 
3 

4～5 
6～8 
8～19 
20

9月定例会予定 

９月１日　　　　　　本会議（招集日） 

９月１２日～１４日　本会議（一般質問） 

１０月２日　　　　　本会議（最終日） 

6　月　議　会 

市議会だより 

きょうたんごし 

京丹後市 まほろば まほろば まほろば 

2006年8月 

第9号 

楽しい水あそび（峰山幼稚園） 楽しい水あそび（峰山幼稚園） 

http://www.city.kyotango.kyoto.jphttp://www.city.kyotango.kyoto.jpインターネットで議会が見られます！ 

議会の一般質問（録画）やライブ放送（会期中のみ）が、市のホームページでご覧いただけます。 
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市
全
体
で
医
療
確
保
を
進
め

る
た
め
の
方
策
や
市
立
病
院
の

経
営
改
善
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
助

言
を
い
た
だ
く
た
め
に
推
進
会

議
を
設
置
す
る
。 

質
疑 

　
　
委
員
10
人
は
、
公
募
す
る

の
か
。 

　
　
公
募
は
考
え
て
い
な
い
。 

　
　
会
議
は
公
開
す
る
の
か
。 

　
　
場
合
に
よ
っ
て
は
公
開
、

ま
た
は
、
非
公
開
も
あ
る
。 

　
　
こ
の
推
進
会
議
に
何
を
求

め
る
の
か
、
達
成
目
標
は
何

か
。 

　
　
医
師
の
確
保
・
体
制
、
患

者
本
位
の
医
療
、
機
能
分
担
、

保
健
・
福
祉
の
連
携
等
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
多
面
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
た
い
。 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

   

　
人
事
院
規
則
の
改
正
趣
旨
に

基
づ
き
、
育
児
や
介
護
を
行
う

職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
の
対
象

範
囲
を
拡
大
す
る
。 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

                   

　
本
年
四
月
か
ら
一
般
職
員
の

給
与
お
よ
び
手
当
等
に
特
例
で

3.7
％
の
減
額
措
置
を
と
っ
て
い

る
が
、
医
師
確
保
の
困
難
性
等

を
考
慮
し
、
医
師
に
つ
い
て

は
、
こ
の
特
例
を
適
用
し
な

い
。 

 

質
疑 

　
　
減
額
を
決
め
た
３
月
議
会

ま
で
の
医
師
対
応
と
今
回
の
改

正
で
の
職
員
組
合
と
の
話
し
合

い
は
。 

　
　
医
師
に
は
、
事
務
長
や
院

長
を
通
じ
て
伝
え
た
。
そ
の

後
、
幹
部
か
ら
の
申
し
出
で
、

今
回
の
改
正
を
決
断
し
た
。 

　
二
つ
の
職
員
組
合
に
は
、
担

当
課
長
か
ら
伝
え
た
が
、
特
に

反
対
と
い
う
反
応
は
な
か
っ
た
。 

　
　
最
近
は
確
保
が
難
し
い
看

護
師
も
、
改
善
す
べ
き
だ
が
。 

　
　
今
回
の
改
正
は
、
医
師
確

保
と
い
う
面
か
ら
の
苦
渋
の
選

択
だ
と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

　
　
市
長
は
、
こ
れ
が
ベ
ス
ト

と
考
え
て
の
提
案
な
の
か
。 

　
　
一
般
職
員
の
減
額
措
置
自 

体
つ
ら
い
も
の
が
あ
る
。
別
の

次
元
で
、
医
師
は
専
門
職
と
し

て
民
間
と
も
競
合
す
る
中
、
市

一
丸
と
な
っ
て
医
療
確
保
を
図

る
た
め
に
ご
理
解
願
い
た
い
。  

討
論 

◎
反
対
討
論
　
松
田
成
溪
議
員 

　
辺
地
に
あ
る
本
市
の
医
師
の

勤
務
条
件
は
悪
く
、
よ
い
待
遇

を
す
べ
き
だ
が
、
今
回
の
場

合
、
別
扱
い
を
す
べ
き
で
な

く
、
他
の
面
で
カ
バ
ー
す
べ
き

だ
。
公
平
性
の
観
点
か
ら
反
対

す
る
。 

 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

    

　
医
師
業
務
手
当
の
う
ち
、
病

院
副
院
長
の
手
当
に
つ
い
て

は
、
業
務
に
応
じ
て
幅
を
も
た

せ
る
こ
と
、
ま
た
、
医
師
の
初

任
給
調
整
手
当
が
、
一
定
の
経

過
年
数
で
減
額
と
な
る
た
め
、

医
師
業
務
手
当
の
20
％
の
範

囲
内
で
調
整
し
、
給
与
が
減
額

し
な
い
よ
う
に
考
慮
す
る
。 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

       

　
市
指
定
の
現
在
の
45
リ
ッ

ト
ル
と
30
リ
ッ
ト
ル
の
ご
み

袋
を
市
民
要
望
に
よ
り
、
審
議

会
の
答
申
を
得
て
、
新
た
に

20
リ
ッ
ト
ル
袋
を
、
10
月
か

ら
採
用
す
る
。 

 
質
疑 

　
　
従
来
の
袋
を
含
め
、
結
び

や
す
く
な
ら
な
い
の
か
。 

　
　
在
庫
が
あ
り
、
新
し
い
製

作
段
階
で
検
討
し
た
い
。 

　
　
提
案
の
袋
は
、
15
円
と

安
い
設
定
だ
が
、
考
え
方
は
。 

　
　
現
在
の
30
リ
ッ
ト
ル
袋

が
20
円
で
あ
る
の
で
、
15
円

と
し
た
。
こ
の
袋
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
も

繋
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い

る
。 

　
　
提
案
の
前
段
階
で
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
吸
い
上
げ
た

の
か
。 

　
　
ご
意
見
箱
で
の
要
望
に
加

え
、
区
長
会
等
で
も
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
い
る
。 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

    

　
法
律
改
正
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
分
団
長
〜
班
長
の
階
級

で
、
10
年
以
上
25
年
未
満
の

退
職
団
員
の
退
職
報
償
金
を
２

千
円
増
額
す
る
。 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

◎
井
谷
　
實
夫 

○
森
口
　
　
亨 

　
石
河
良
一
郎 

　
奥
野
　
重
治 

　
川
村
　
博
茂 

　
田
茂
井
誠
司
郎 

　
松
田
　
成
溪 

　
松
本
　
聖
司 

 

所
管
事
項 

企
画
政
策
部
、
総
務
部
、

生
活
環
境
部
の
う
ち
市
民

課
、
消
防
本
部
な
ど
。 

◎
行
待
　
　
実 

○
池
田
　
惠
一 

　
小
牧
　
耕
一 

　
大
下
倉
禎
介 

　
谷
口
　
正
博 

　
松
本
　
経
一 

　
森
　
　
　
勝 

  

所
管
事
項 

生
活
環
境
部
の
う
ち
医
療

保
険
課
、
保
健
福
祉
部
の

う
ち
生
活
福
祉
課
な
ど
、

市
立
病
院
、上
下
水
道
部
。 

◎
原
　
　
　
久 

○
中
西
　
敏
行 

　
今
度
　
　
弘 

　
川
浪
　
将
義 

　
　
山
　
充
男 

　
野
村
　
重
嘉 

　
早
川
　
雅
映 

　
吉
浪
　
芳
郎 

 

所
管
事
項 

農
林
水
産
部
、
商
工
観
光

部
、
建
設
部
、
農
業
委
員

会
。 

 

◎
松
尾
　
信
介 

○
平
林
智
江
美 

　
浅
田
　
武
夫 

　
池
部
　
皓
三 

　
岡
田
　
　
修 

　
大
同
　
　
衛 

　
松
本
　
信
之 

  

所
管
事
項 

保
健
福
祉
部
の
う
ち
子
育

て
支
援
課
、
教
育
委
員

会
、
生
活
環
境
部
の
う
ち

環
境
推
進
課
。 

◎
奥
野
　
重
治 

○
大
下
倉
禎
介 

　
石
河
良
一
郎 

　
小
牧
　
耕
一 

　
谷
口
　
正
博 

　
中
西
　
敏
行 

　
野
村
　
重
嘉 

　
松
本
　
聖
司 

　
森
　
　
　
勝 

　
井
谷
　
實
夫 

　
行
待
　
　
実 

　
原
　
　
　
久 

　
松
尾
　
信
介 

総
務
常
任
委
員
会 
厚
生
常
任
委
員
会 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

教
育
環
境
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

※各委員会の◎は委員長、○は副委員長です。 

　平成18年第2回京丹後市議会6月定例会は、６月２日に招集され、28

日間の会期で29日に閉会しました。 

　平成18年度一般会計補正予算１号・２号、特別会計補正予算、指定管

理者に関する議案を含めて、条例など68件が上程されました。 

　１号補正では、（仮称）京都工芸繊維大学京丹後研究センターの整備や小中幼稚園校舎の耐震化優先

度調査委託料などが、また、２号補正では指定管理者に伴う委託料などが提案され、審議の結果、全

ての議案を可決しました。 

議　　長　　今度　　弘 
副 議 長　　池部　皓三 
監査委員　　松本　信之 

　このたび議長の重責を負う

こととなり、身の引き締まる

思いであります。 

　４年間の任期の折り返し点

をむかえた今、厳しい財政事

情の中にも夢のある「まち」づくりが強く求め

られる中で、京丹後市のまちづくりの基礎とな

る《京丹後市総合計画》の策定も終え、いよい

よ平成18年度は総合計画に基づいた特色ある

京丹後市政が本格的に始動する年であります。 

　議会と理事者は車の両輪であることを基本に

しながら、審議機関としての議会機能を存分に

発揮し、ガラス張りの開かれた議会の中で十分

な議論が行えるように心掛けてまいります。 

　また、常に市民の立場に立った、一党一派に

偏しない、公平公正な議会運営に努めると共

に、市民の代表である議員一人一人の意見を大

切にして市政に反映するよう努める所存であり

ます。市民各位の議会に対するいっそうのご理

解とご支援をお願いします。 

６月議会 

議会構成決まる！ 議会構成決まる！ 議会構成決まる！ 

市
医
療
改
革
改
善
推
進
会
議 

条
例
の
制
定 

条
例
の
制
定
や
改
正 

市
職
員
の
勤
務
時
間
休
暇
等 

の
条
例
の
一
部
を
改
正 

市
一
般
職
員
給
与
の
特
例
条 

例
の
一
部
を
改
正 

市
一
般
職
員
給
与
の
特
殊
勤 

務
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る 

退
職
報
償
金
の
支
給
条
例
の 

一
部
を
改
正 

問 問 問 答 答 答 

久美浜の放課後児童クラブ 

問 問 問 答 答 答 

問 問 答 答 問 答 

議会と理事者は車の両輪 

就任のごあいさつ 
今　度　　弘 議 長  
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質
疑 

　
　
小
中
学
校
、
幼
稚
園
校
舎

の
耐
震
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
費
用
は
。 

　
　
耐
震
優
先
度
調
査
を
10

月
ぐ
ら
い
ま
で
に
。
経
費
は

10
分
の
１
程
度
で
済
む
。 

　
　
学
公
連
携
基
盤
整
備
事
業

で
先
方
と
の
協
定
の
経
過
は
。 

　
　
大
学
の
２
研
究
室
の
学
生

が
集
い
、
活
動
す
る
。
延
べ
３

６
５
人
、
４
８
０
日
間
の
利
用

予
定
。
　 

　
　
京
丹
後
研
究
セ
ン
タ
ー
へ

の
投
資
効
果
を
市
民
に
ど
う
説

明
す
る
の
か
。 

　
　
第
２
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
れ

ば
大
変
う
れ
し
い
。 

　
　
工
芸
繊
維
大
学
関
連
の
多

額
の
予
算
が
な
ぜ
補
正
で
の
提

案
か
。 

　
　
夏
の
授
業
か
ら
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
。 

　
　
地
場
産
セ
ン
タ
ー
の
補
助

金
の
内
容
は
。 

　
　
丹
後
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
Ｐ

Ｒ
す
る
催
し
物
で
の
ス
タ
ッ
フ

へ
の
補
助
。 

　
　
医
療
改
革
改
善
推
進
会
議

は
ど
う
進
め
ら
れ
る
の
か
。 

　
　
10
名
で
７
月
か
ら
月
１

回
〜
２
回
開
催
し
た
い
。 

　
　
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、
ゆ
か
り

の
地
の
宣
伝
予
算
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。 

　
　
丹
後
七
姫
の
一
つ
と
し
て

売
り
出
し
て
い
く
。 

　
　
く
み
は
ま
縣
の
株
の
市
の

持
分
は
。 

　
　
51
％
と
な
る
。 

◎
反
対
討
論
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
市
の
財
政
が
大
変
厳
し
い
か

ら
と
、
補
助
金
一
律
カ
ッ
ト
な

ど
で
捻
出
し
た
大
切
な
財
源
を

使
っ
て
の
補
正
が
市
民
の
く
ら

し
を
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
な
い
。 

◎
反
対
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

伴
っ
て
市
の
独
自
の
施
策
が
不

十
分
で
あ
る
。
工
芸
繊
維
大
学

と
の
提
携
予
算
は
、
効
果
に
疑

問
を
感
じ
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
大
同
　
衛
議
員 

　
工
芸
繊
維
大
学
の
丹
後
研
究

セ
ン
タ
ー
予
算
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
Ｐ
Ｒ
効

果
が
あ
る
。
産
業
振
興
な
ど
ぜ

ひ
必
要
で
あ
る
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

   

主
な
内
容 

　
平
成
18
年
９
月
１
日
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る

47
施
設(

28
グ
ル
ー
プ)

に
つ

い
て
、
施
設
の
指
定
管
理
に
伴

う
委
託
料
の
予
算
を
決
定
し

た
。 

　
指
定
管
理
移
行
に
よ
り
、
歳

入
は
使
用
料
・
手
数
料
が
７
，

９
１
３
万
円
減
額
、
諸
収
入
も

１
，
３
７
５
万
円
減
額
に
な
っ

た
。
歳
出
は
商
工
費
９
，
７
５

０
万
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
た
。 

 

主
な
委
託
料
を
伴
う
公
募
施
設 

・
天
女
の
里
交
流
施
設 

・
丹
後
半
島
森
林
公
園 

・
弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ
温
泉 

・
浅
茂
川
温
泉
静
の
里 

・
小
町
公
園 

・
豪
商
《
稲
葉
本
家
》 

 

◎
反
対
討
論
　
松
田
成
溪
議
員 

　
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

の
予
算
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
後
退
、
労
働
者
の
労
働
条

件
が
保
障
さ
れ
な
い
。
新
た
な

不
公
正
、
癒
着
の
温
床
と
な
る

恐
れ
も
あ
り
反
対
す
る
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

       

　
給
与
条
例
改
正
に
伴
う
医
師

給
与
の
予
算
組
み
替
え
。 

補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
０
円 

補
正
後
４
億
３
，
８
０
０
万
円 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

   

　
公
共
下
水
道(

網
野
・
峰
山

処
理
区)

、
特
定
環
境
下
水
道

（
大
宮
処
理
区
）
の
施
設
改
良

費
増
加
な
ど
。 

補
正
額
４
億
４
，
６
０
０
万
円 

補
正
後
33
億
４
，
０
０
０
万
円 

 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

   

　
新
た
な
工
業
団
地
整
備
に
伴

う
調
査
経
費
の
予
算
組
み
替

え
。 

補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
０
円 

補
正
後
　
　
３
，
４
１
０
万
円 

 

質
疑 

　
　
機
械
金
属
系
の
５
社
程
度

か
ら
立
地
の
意
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。
場
所
に
つ
い
て
の
希
望

は
ど
う
か
。 

　
　
交
通
ア
ク
セ
ス
を
重
視
し

て
欲
し
い
と
の
希
望
は
強
い
。 

 

　
　
市
の
経
済
を
支
え
て
い
る

零
細
業
者
に
と
っ
て
は
利
用
し

に
く
い
の
で
は
。 

　
　
企
業
拡
張
の
意
欲
を
受
け

止
め
る
た
め
造
成
が
必
要
だ 

 

　
　
５
社
は
、
い
つ
ご
ろ
の
取

得
を
希
望
さ
れ
て
い
る
か
。 

　
　
長
く
て
も
３
年
以
内
に
判

断
し
た
い
と
い
う
意
向
で
あ

る
。 

 

　
　
場
所
選
定
は
。 

　
　
ま
だ
、
決
定
は
し
て
い
な

い
。
今
秋
ま
で
に
事
前
調
査
を

実
施
し
、
「
市
工
業
団
地
造
成

地
選
定
審
査
委
員
会
」
で
決
定

す
る
。 

 

◎
反
対
討
論
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
市
の
経
済
を
支
え
る
零
細
業

者
に
と
っ
て
は
利
用
し
に
く

い
。
場
所
決
定
も
ま
だ
で
あ

り
、
造
成
費
な
ど
も
い
く
ら
か

か
る
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
よ

く
見
え
な
い
予
算
と
な
っ
て
い

る
。 

◎
賛
成
討
論
　
森
口
　
亨
議
員 

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
企
業
が

伸
び
る
こ
と
で
、
波
及
効
果
が

あ
る
。
新
し
い
工
業
団
地
の
あ

り
方
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
浅
田
武
夫
議
員 

　
仕
事
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

求
め
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
業

界
に
波
及
効
果
の
あ
る
企
業
を

支
援
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
中
西
敏
行
議
員 

　
地
元
に
お
け
る
事
業
拡
大
の

場
と
し
て
、
新
た
な
団
地
整
備

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
若
者
定
住

や
雇
用
創
出
を
図
る
べ
き
だ
。 

 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

                 

　
給
与
条
例
改
正
に
伴
う
医
師

給
与
の
補
正
。 

補
正
額
　
　
　
　
５
０
０
万
円 

補
正
後
55
億
９
，
０
４
１
万
円 

 

◎
反
対
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
医
師
の
み
給
与
引
き
下
げ
を

戻
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
職

員
の
中
に
二
本
立
て
の
給
与
体

系
が
で
き
、
公
平
の
原
則
を
崩

す
も
の
で
あ
り
、
反
対
で
あ

る
。 

 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

        

主
な
内
容 

・
財
政
調
整
基
金 

　
余
裕
財
源
が
生
じ
た
た
め
に 

　
積
み
立
て
る
。 

　
補
正
額
２
億
５
，０
０
０
万
円 

 

・
保
育
所
管
理
運
営
事
業 

　
請
負
減
な
ど
の
減
額
。 

　
補
正
額
　
１
，
０
２
２
万
円 

 

・
生
活
保
護
費
支
給
事
業 

　
保
護
基
準
額
の
見
直
し
や
扶

　
養
費
支
給
実
績
が
当
初
予
算

　
額
を
下
回
っ
た
の
で
減
額
。 

　
補
正
額
　
５
，
６
７
９
万
円 

 

・
温
泉
補
助
事
業 

　
市
内
業
者
の
温
泉
源
泉
改
修

　
工
事
の
補
助
金 

　
補
正
額
　
　
　
１
４
２
万
円 

質
疑 

　
　
保
育
所
材
料
代
等
が
多
額

の
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

ど
も
に
不
便
を
か
け
て
い
な
い

の
か
。 

　
　
経
費
の
節
約
を
し
な
が
ら

事
業
は
適
正
に
実
施
し
て
い
る
。 

 

　
　
食
材
の
質
を
落
と
し
た
り

し
て
い
な
い
の
か
。 

　
　
管
理
栄
養
士
が
し
っ
か
り

と
献
立
を
た
て
、
適
正
に
や
っ

て
い
る
。 

 

　
　
網
野
最
終
処
分
場
の
修
繕

費
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
な

ぜ
か
。 

　
　
施
設
の
維
持
管
理
を
適
正

に
行
い
な
が
ら
や
っ
て
き
た
結

果
、
不
要
に
な
っ
た
。 

 

　
　
温
泉
補
助
事
業
が
な
ぜ
追

加
に
な
っ
た
の
か
。
専
決
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

　
　
早
急
に
復
旧
し
た
か
っ
た

が
、
３
月
補
正
に
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
。 

 

◎
反
対
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
予
算
が
、
過
大
な
見
積
も
り

な
の
か
、
今
回
の
補
正
で
の
不

要
額
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
し
っ
か
り
組
み
立
て
て
頂

き
た
い
。 

 

採
決
　
賛
成
多
数
で
承
認 

・学公連携基盤整備事業 
　（仮称）京都工芸繊維大学京丹後研究センターの整備 
 
・小中幼稚園校舎の耐震化優先度調査委託料 
 
・障害者福祉サービス等利用支援費 
 
・介護保険利用者支援緊急対策事業助成金 
 
・ミニ可燃ゴミ、不燃物ごみ袋作成経費 
 
・網野銚子山古墳の測量調査経費 
 
・自治宝くじコミュニティ助成金（調理用機器等） 
 
・大宮町森本地区ほ場整備事業の調査費 
 
・化学消防ポンプ自動車購入経費 

 
 

…………………………………４ ,４７９万円 
 

…………………………………１ ,９１４万円 
 

…………………………………１ ,１５４万円 
 

………………………………………２４９万円 
 

…………………………………１ ,０７６万円 
 

………………………………………４６０万円 
 

…………………………………１ ,０８６万円 
 

…………………………………１ ,２５０万円 
 

…………………………………４ ,５１６万円 

第 1 号　主な内容  

－平成18年度 一般会計補正予算－ 

補正１号で 2億 9,147 万円の増額、補正２号で 9,310 万円の減額、補正後 286 億 4,837 万円 

幼稚園・小中学校の耐震化調査を開始 
学公連携による研究センターを整備 

第
　
2
　
号 

丹後研究センターとして活用が望まれる 
市の遊休施設（網野町） 

赤坂工業団地 

問 問 問 問 問 答 答 答 答 答 答 

国
民
健
康
保
険
直
営 

　
　
　
　
　
　
診
療
所
事
業 

公
共
下
水
道
事
業 

工
業
用
地
造
成
事
業 

病
　
院
　
事
　
業 

平
成
１８
年
度
特
別
・ 

企
業
会
計
補
正
予
算 

平
成
１７
年
度
一
般
会
計 

補
正
予
算
第
8
号
（
専 

決
処
分
の
承
認
） 

問 

問 問 問 答 答 

問 問 問 答 答 答 

問 問 答 答 答 問 答 

問 答 
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宇
川
温
泉
よ
し
野
の
里
・
経
ケ

岬
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
て
ん
き
て
ん
き
村
関
連
施
設

の
一
部
。 

◎
賛
成
討
論
　
浅
田
武
夫
議
員 

　
管
理
料
を
求
め
な
い
中
で
、

他
施
設
と
連
携
し
、
付
加
価
値

を
つ
け
、
地
域
の
核
と
な
り
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

◎
反
対
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
市
の
審
議
会
等
の
委
員
に
専

任
さ
れ
た
人
が
、
指
定
を
さ
れ

る
こ
と
は
、
公
平
性
の
面
で
疑

問
視
さ
れ
る
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

 

丹
後
半
島
森
林
公
園
他
３
施
設 

　
自
然
の
中
で
、
人
々
の
健
全

な
野
外
活
動
と
休
養
の
場
の
提

供
す
る
。 

質
疑 

　
　
ス
イ
ス
村
関
連
施
設
の
運

営
の
定
義
づ
け
は
。
現
在
３
名

の
職
員
が
企
画
立
案
等
で
か
か

わ
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
か
。 

　
　
指
定
管
理
に
な
っ
て
も
定

義
は
変
わ
ら
な
い
。
職
員
は
全

部
引
き
揚
げ
る
が
、
必
要
に
よ

り
配
慮
す
る
。 

◎
反
対
討
論
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
経
費
節
減
で
、
公
の
施
設
の

目
的
達
成
が
困
難
に
な
る
。
労

働
条
件
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

            

弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ
温
泉
・
弥
栄
あ

し
ぎ
ぬ
温
泉
い
こ
い
の
家 

　
市
民
の
健
康
と
福
祉
の
向
上

を
図
る
。 

質
疑 

　
　
営
業
時
間
の
変
更
は
、
労

働
条
件
に
か
か
わ
る
が
、
行
政

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
か
。 

　
　
基
本
的
に
は
管
理
者
の
業

務
の
中
の
こ
と
。
し
か
し
、
条

例
変
更
等
に
つ
い
て
は
協
議
、

意
見
も
あ
る
か
と
思
う
。 

◎
反
対
討
論
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
労
働
条
件
を
管
理
で
き
な
い

中
、
24
時
間
営
業
の
提
案
な

ど
、
労
働
条
件
遵
守
に
不
安
を

覚
え
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
谷
口
正
博
議
員 

　
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
経

費
削
減
で
あ
る
。
共
産
主
義
的

な
平
等
性
は
、
労
働
意
欲
を
そ

ぐ
。 

◎
賛
成
討
論
　
池
田
惠
一
議
員 

　
法
人
の
場
合
、
温
泉
だ
け
の

決
算
書
が
出
な
い
の
で
、
収
支

報
告
書
が
公
正
で
あ
る
よ
う
希

望
す
る
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

  

指
定
管
理
者
議
案
の
全
体
質
疑 

　
　
営
業
で
黒
字
が
見
込
め
な

い
場
合
や
、
期
間
内
の
継
続
が

困
難
な
と
き
の
撤
退
は
ど
う
か
。 

　
　
独
立
採
算
制
に
つ
い
て
確

認
ず
み
。
協
定
の
項
目
に
あ
る

の
で
、
そ
の
つ
ど
判
断
さ
れ
る
。 

　
　
今
の
委
託
先
で
公
募
に
参

加
し
な
か
っ
た
団
体
の
総
括

が
、
今
後
に
生
き
る
。
施
設
の

価
値
を
高
め
る
た
め
に
協
議
会

の
設
置
は
。 

　
　
ど
ち
ら
も
、
大
事
な
視
点

で
あ
り
、
課
題
と
し
検
討
す
る
。 

　
　
指
定
管
理
者
に
移
行
し
、

年
間
１
億
３
，
６
０
０
万
円
程

度
の
管
理
料
で
あ
り
、
財
政
効

果
が
８
５
０
万
円
程
度
で
あ
る

こ
と
の
評
価
と
課
題
は
。 

　
　
財
政
効
果
と
同
時
に
費
用

対
効
果
も
総
合
的
に
判
断
す

る
。
た
と
え
ば
、
観
光
政
策
の

中
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視

点
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー

を
含
め
た
全
体
の
課
題
の
中
で

捉
え
た
い
。 

主
な
条
例
の
質
疑
・
討
論 

弥
栄
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
支

援
と
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
る
。 

質
疑 

　
　
今
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
は
な
い
か
。 

　
　
要
項
ど
お
り
で
低
下
し
な

い
。 

◎
賛
成
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
地
元
の
申
請
が
な
い
が
、
地

域
交
流
の
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
に

つ
い
て
は
、
委
託
料
の
増
額
等

も
必
要
。 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

 

天
女
の
里
交
流
施
設 

　
地
域
農
業
の
振
興
と
住
民
の

生
活
向
上
を
図
る
。 

質
疑 

　
　
応
募
が
あ
っ
た
２
つ
の
団

体
の
過
去
の
財
務
状
況
の
健
全

性
の
判
断
が
で
き
た
か
。 

　
　
収
支
計
画
・
資
金
の
妥
当

性
は
専
門
家
の
評
価
も
あ
る
。

新
し
い
団
体
は
、
そ
の
項
目
も

あ
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
松
本
信
之
議
員 

　
地
元
の
人
々
が
た
い
へ
ん
頑

張
っ
て
い
る
。
大
型
バ
ス
が
入

れ
ば
利
便
性
が
向
上
す
る
。 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

               

浅
茂
川
温
泉
静
の
里
・
網
野
温

泉
プ
ー
ル 

　
健
康
の
保
持
と
増
進
を
図
り

観
光
振
興
の
拠
点
と
す
る
。 

質
疑 

　
　
観
光
施
設
全
体
と
し
て
、

８
月
末
の
商
品
等
の
在
庫
処
分

の
方
法
と
冬
季
の
駐
車
場
の
除

雪
と
大
修
繕
の
場
合
の
業
者
選

定
は
。 

　
　
棚
卸
は
７
、
８
月
で
整
理

す
る
。
除
雪
は
、
今
後
の
協
議

で
あ
る
。
大
修
理
は
市
で
、
小

修
繕
は
指
定
管
理
者
の
負
担
と

な
る
。 

　
　
一
般
と
し
て
、
雇
用
・
労

働
法
規
の
遵
守
は
当
然
だ
が
、

市
の
条
件
・
指
導
は
あ
る
か
。

法
人
経
営
状
況
等
の
審
査
の
あ

り
方
は
。 

　
　
募
集
要
項
の
中
に
、
引
き

続
き
勤
務
を
希
望
す
る
者
の
雇

用
継
続
の
項
目
が
あ
る
。
し
か

し
、
個
々
の
待
遇
面
の
縛
り
は

か
か
っ
て
い
な
い
。
経
営
状
況

は
、
税
理
士
２
名
に
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
。 

　
　
応
募
者
の
中
に
は
、
市
の

審
議
会
等
に
入
っ
て
い
る
人
が

い
る
が
、
選
考
委
員
会
に
お
け

る
基
準
、
審
議
過
程
は
。 

　
　
公
選
で
選
ば
れ
た
者
（
市

長
）
を
排
除
し
、
職
員
を
多
く

し
て
客
観
性
を
持
た
せ
た
。
ま

た
点
数
化
に
よ
り
透
明
性
を
確

保
し
た
。 

 

◎
反
対
討
論
　
森
口
　
亨
議
員 

　
業
者
選
定
の
経
過
に
異
論
は

な
い
が
、
受
け
付
け
る
べ
き
で

な
い
申
請
書
を
受
け
た
こ
と
に

問
題
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
認
定
に
反
対
す
る
。 

◎
反
対
討
論
　
森
　
　
勝
議
員 

　
効
率
性
が
主
た
る
目
的
で
あ

る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
市

民
軽
視
の
新
た
な
不
公
平
も
心

配
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

の
理
念
が
崩
れ
か
ね
な
い
。 

◎
賛
成
討
論
　
早
川
雅
映
議
員 

　
飲
食
・
土
産
物
部
門
は
、
指

定
管
理
に
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
一
括
委
託
す
べ
し
。
宇
川

温
泉
が
独
立
採
算
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
管
理
料
の
見
直

し
も
必
要
。 

採
決
　
賛
成
多
数
で
可
決 

                  

道
の
駅（
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
）

他
５
施
設 

　
農
山
漁
村
の
生
活
文
化
と
都

市
住
民
と
の
交
流
と
振
興
を
図

る
。 

質
疑 

　
　
土
産
物
等
の
販
売
の
再
委

託
の
考
え
は
。 

　
　
第
三
者
に
す
べ
て
の
業
務

を
委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

　
　
助
役
が
取
締
役
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
市
民
か
ら
見

て
、
公
明
・
公
正
の
う
え
で
の

審
査
に
疑
義
は
生
じ
な
い
か
。 

　
　
事
前
に
社
長
職
・
取
締
役

を
辞
任
し
身
辺
整
理
を
し
た
。 

　
　
て
ん
き
て
ん
き
村
関
連
施

設
を
４
つ
に
分
け
公
募
し
、
３

つ
の
業
者
が
運
営
を
す
る
が
、

設
置
目
的
に
反
す
る
可
能
性
は

な
い
か
。 

　
　
公
募
す
る
上
で
最
小
単
位

で
あ
り
、
提
案
の
選
択
肢
を
増

や
し
た
い
と
の
考
え
。
設
置
目

的
を
達
成
す
る
可
能
性
の
幅
を

広
げ
る
提
案
に
期
待
し
た
。 

　
　
て
ん
き
て
ん
き
村
の
累
積

赤
字
の
今
後
は
。 

　
　
八
月
末
で
、
約
１
，
５
０

０
万
円
の
累
積
赤
字
の
予
定
。

監
査
役
の
立
場
と
し
て
、
経
営

努
力
で
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
い
。 

　
　
全
体
と
し
て
、
計
画
書
と

運
営
上
の
違
い
が
で
た
と
き
協

定
書
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

す
の
か
。 

　
　
事
業
報
告
を
い
た
だ
く
な

か
で
指
導
・
協
議
す
る
。 

◎
賛
成
討
論
　
池
田
惠
一
議
員 

　
雇
用
・
累
積
赤
字
等
の
問
題

を
抱
え
る
中
で
、
設
置
目
的
を

達
成
で
き
て
い
な
い
が
、
地
域

の
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
期
待

す
る
。 

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決 

　
　
　
　【
請
願
の
要
旨
】 

国
会
及
び
政
府
に
対
し
法
律
を
左
記
の
と
お
り
改
正 

す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記 

・
出
資
法
の
上
限
金
利
を
、
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で

　
引
き
下
げ
る
こ
と
。 

・
出
資
法
に
お
け
る
、
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融

　
に
対
す
る
特
例
金
利
を
廃
止
す
る
こ
と
。 

・
貸
金
業
規
制
法
第
４
３
条
の
み
な
し
弁
済
規
定
を
撤
廃
す

　
る
こ
と
。 

・
利
息
制
限
法
の
制
限
利
率
を
市
場
金
利
に
見
合
っ
た
利
率

　
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
。 

意
見
書
に
対
す
る
賛
成
討
論 

　
　
　
　
　
　
松
本
聖
司
議
員 

　
多
重
債
務
者
の
減
少
が
本
来

の
目
的
だ
。
違
法
業
者
の
排

除
、
業
界
自
主
規
制
の
強
化
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が

必
要
だ
。 

請
願
に
対
す
る
賛
成
討
論 

　
　
　
　
　
　
森
　
　
勝
議
員 

　
サ
ラ
金
被
害
の
根
絶
、
多
重

債
務
者
の
救
済
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
も
の
だ
。
本
市
の
市

民
相
談
室
で
も
相
談
が
極
め
て

多
く
、
対
策
も
必
要
だ
。 

出
資
法
の
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
等
、 

「
出
資
の
受
入
れ
、預
り
金
及
び
金
利 

等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
及
び 

「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」 

の
改
正
を
求
め
る
請
願
書 

【
請
願
者
】 

京
都
司
法
書
士
会 

　
　
　
　 

日
本
司
法
書
士
政
治
連
盟
京
都
会 

　
京
丹
後
市
議
会
と
し
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
の
で
、
国
会
及

び
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

指
定
管
理
　
２５
議
案
を
審
議
し
認
定 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
観
光
関
連
施
設
を
中
心
に
、 

公
募
34
施
設
、
非
公
募
９
施
設
に
つ
い
て
、
本
会
議
、
常
任
委 

員
会
で
質
疑
討
論 

問 答 

問 問 答 答 

問 答 

答 

問 問 答 答 問 問 答 答 

問 

問 答 問 答 

問 答 問 問 答 答 

問 答 

楽しい温泉プール 市民の憩いの場（あしぎぬ温泉） 

竹野川から望む、てんきてんき村オートキャンプ場 



透析患者を日高病院まで送迎する（出発６時３０分） 

みんな仲良し（野間分園） 

市政 を 問う 一般質問 一般質問  

2006.8／まほろば 82006.8／まほろば 9

保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化
は 

　
　
　
　
　
　
議
論
が
不
十
分 

市
長
▼
さ
ら
に
丁
寧
に
議
論
を 

　
　
　
　
　 

積
み
重
ね
て
い
く 

平 林 智江美 

　
　
保
育
所
の
統
廃
合
・

民
営
化
に
つ
い
て
の
、
再

編
計
画
案
が
だ
さ
れ
た

が
、
こ
の
案
に
は
、
大
き

な
問
題
点
が
あ
る
。
市
民

と
の
議
論
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
子
ど
も
の
保
育
を
ど

う
す
る
か
で
は
な
く
、
財

政
と
職
員
削
減
先
に
あ
り

き
で
、
公
的
責
任
を
放
棄

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
と
の
議
論
を
も

っ
と
丁
寧
に
す
べ
き
で

は
。 

市
長
　
引
き
続
い
て
議
論

は
積
み
重
ね
て
い
く
。 

　
　
大
き
な
保
育
所
で
は

「
な
か
な
か
、
担
任
の
先

生
と
話
が
で
き
な
い
」

「
一
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
数

が
増
え
、
目
が
行
き
届
か

な
い
」
な
ど
子
ど
も
へ
の

影
響
を
聞
い
て
い
る
。
大

宮
南
保
育
所
・
久
美
浜
こ

う
り
ゅ
う
保
育
所
が
す
で

に
統
合
を
実
施
し
た
が
、

教
訓
が
今
回
の
計
画
に
生

か
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
そ
う
い

っ
た
声
も
聞
い
て
い
る

が
、
大
勢
の
中
で
の
保
育

で
、
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

集
団
活
動
が
で
き
る
。 

　
　
な
ぜ
、
民
間
移
管
な

の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た

説
明
が
な
い
が
。 

市
長
　
市
立
保
育
所
の
数

が
近
隣
に
比
べ
て
突
出
し

て
い
る
。
保
育
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
。「
官
」

で
は
や
れ
な
い
。
平
成

19
年
度
よ
り
早
く
や
り

た
い
、
遅
れ
れ
ば
逆
の
弊

害
が
起
こ
る
。 

　
　
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
る
な
ら
、
公
的
責
任

で
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

民
営
化
の
理
由
に
な
っ
て

い
な
い
。 

市
長
　
選
択
肢
が
広
が

り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
上
が
る
。 

　
　
３
月
議
会
で
、
医
療

相
談
窓
口
の
設
置
、
通
院

費
の
補
助
な
ど
提
案
し

た
。
「
検
討
」
を
約
束
さ

れ
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
産
科
以
外

の
医
師
確
保
も
大
変
厳
し

い
と
聞
く
が
。 

市
長
　
相
談
窓
口
は
ま
だ

設
置
し
て
い
な
い
。 

　
医
師
確
保
は
、
懸
命
に

努
力
し
て
い
る
。 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を 

　
　
　
　 

後
退
さ
せ
る
な 

市
長
▼
実
態
を
調
べ
検
討
す
る 

松田成溪  

  

　
　
利
用
で
き
る
人
が
、

昨
年
は
１
２
２
１
人
だ
っ

た
が
今
年
は
４
２
６
人

（
昨
年
比
35
％
）
に
減
ら

さ
れ
た
。
な
ぜ
か
。 

市
長
　
こ
れ
ま
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
基
準
が

ゆ
る
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
４
月
か
ら
一
律
的
な
基

準
で
運
用
す
る
よ
う
通
達

が
出
た
。
し
か
し
、
現
状

で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
実
情
を
調
べ
、
必
要

な
こ
と
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。 

　
　
利
用
料
が
大
幅
に
値

上
げ
さ
れ
た
。
も
っ
と
安

く
な
ら
な
い
の
か
。 

市
長
　
以
前
は
そ
こ
そ
こ

自
由
に
で
き
た
が
、
４
月

か
ら
は
安
す
す
ぎ
て
は
困

る
と
の
指
導
だ
。
そ
の
中

で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
努
力
を

し
て
い
る
。
今
、
実
態
を

調
査
し
て
い
る
。
検
討
し

た
い
。 

  

　
　
久
美
浜
の
人
工
透
析

患
者
は
ほ
と
ん
ど
日
高
病

院
へ
週
３
回
通
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
料
金
が
、
昨
年
度

ま
で
は
片
道
５
０
０
円
だ

っ
た
の
が
４
月
か
ら
は
９

０
０
円
と
1.8
倍
に
値
上

げ
さ
れ
、
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
る
。
安
心
し
て
透
析

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
も

っ
と
支
援
が
で
き
な
い
の

か
。 

市
長
　
で
き
る
限
り
の
配

慮
を
し
て
い
る
が
、
実
情

を
よ
く
把
握
し
て
で
き
る

だ
け
の
努
力
を
し
た
い
。 

　
　
自
家
用
車
で
通
院
し

て
い
る
人
に
も
長
ら
く
通

院
費
の
補
助
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
６
月
か
ら
は
打

ち
切
る
と
の
通
知
が
来

た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
公
共
交

通
機
関
と
い
う
こ
と
な
の

で
自
家
用
車
は
と
り
あ
え

ず
入
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
検
討
し
た
い
。 

  

　
　
こ
の
よ
う
な
大
事
な

問
題
は
、
議
会
や
住
民
の

合
意
を
得
た
上
で
な
け
れ

ば
設
立
し
な
い
と
い
う
方

向
で
と
り
く
む
べ
き
。 

市
長
　
そ
の
手
続
き
は
と

て
も
大
切
に
し
た
い
。 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス 

人
工
透
析
の
通
院
支
援 

人
材
派
遣
会
社
に
つ
い
て 

日本共産党 

日本共産党 

一般質問 一般質問 
～市政を問う～ 

22人が登壇 

6月定例議会 

　掲載は質問順とし、質問議員から提出さ

れた原稿を原則掲載しています。 

　質問・答弁とも要約です。詳細について

は、質問議員にお問い合わせいただくか、

市のホームページ・議会コーナーで、録画

が公開されていますので、ご覧ください。 

　なお、今定例会より、一般質問の一人当

たりの持ち時間を定め、年間の発言時間を

90分以内としました。 

　６月定例会一般質問終了後に会派の再編

がありましたのでお知らせします。（掲載し

ている一般質問の会派名は、会派再編前の

ものです。） 

小牧　耕一 

奥野　重治 

松本　信之 

森　　　勝 

松田　成渓 

池部　皓三 

石河良一郎 

川浪　将義 

谷口　正博 

原　　　久 

森口　　亨 

野村　重嘉 

中西　敏行 

大下倉禎介 

今度　　弘 

松本　経一 

会派は結成届け順　◎は代表者　＜6月末現在＞ 

◎ 

 

 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

◎ 

 

輝　友　会 

 

 
日本共産党 

 
公　明　党 

 

 

丹　政　会 

 

 

市民派クラブ 

双　輪　会 

志　政　会 

無　会　派 

構　　成　　員 会　派　名 

浅田　武夫 

　山　充男 

行待　　実 

平林智江美 

 

松本　聖司 

池田　惠一 

大同　　衛 

田茂井誠司郎 

松尾　信介 

吉浪　芳郎 

井谷　實夫 

岡田　　修 

川村　博茂 

早川　雅映 

　
三
位
一
体
の
改
革
や
地
方
交

付
税
の
縮
減
な
ど
、
国
の
財
政

支
援
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
中

で
、
京
丹
後
市
の
財
政
状
況
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
市
は
、
昨
年
か

ら
、
行
政
事
務
の
見
直
し
や
財

政
健
全
化
を
目
的
と
し
た
行
財

政
改
革
を
、
５
年
間
で
実
施
す

る
と
し
て
、
計
画
策
定
に
着
手

し
ま
し
た
。 

　
議
会
も
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
本
市
の
行
財
政
の
状
況

を
正
確
に
認
識
し
た
上
で
、
的

確
な
意
見
や
提
案
・
計
画
の
妥

当
性
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

た
め
、
昨
年
６
月
か
ら
議
会
行

財
政
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
、
市
の
行
財
政
改

革
推
進
計
画
や
様
々
な
実
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
方
針
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
が
策
定
さ
れ
、
実
行
段

階
に
移
り
ま
し
た
の
で
、
特
別

委
員
会
を
終
結
し
ま
し
た
。 

 

特
別
委
員
会
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト 

市の財政健全化 
５年後の市予算適正規模を２７０ 

億円として縮減を図る。 

・人件費　18億円削減 

・職員数　225人削減 

・物件費　　7億円削減 

・補助金見直し 

・事務の外部委託 

・人材派遣会社の設立 

事務事業の効率化 
職員の定数削減に伴って、事務 

事業の縮減と効率化を図る。 

・会館施設の民間管理 

・外郭団体の組織見直し 

・事務事業のスリム化 

・行政サービスの向上 

・新しい行政経営確立 

 

市民との協働 
市民参加型のまちづくり（協働・ 

共創）を確立する。 

・市民と行政の協働 

・アウトソーシング 

・民間委託、民営化 

・組織機構の再編 

・情報化、情報公開 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

問 問 

問 

提
案
や
計
画
の
妥
当
性
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク 

行
財
政
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会 
報告  


